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経済活性化対策特別委員長 井上 明夫 

 

１ 日 時 

   令和５年１１月１０日（金） 午前１１時０５分から 

                 午前１１時５９分まで 

 

２ 場 所 

   第３委員会室 

 

３ 出席した委員の氏名 

井上明夫、成迫健児、穴見憲昭、岡野涼子、中野哲朗、宮成公一郎、 

首藤健二郎、御手洗朋宏、福崎智幸、二ノ宮健治、猿渡久子、三浦由紀 

 

４ 欠席した委員の氏名 

   桝田貢、小川克己、吉村哲彦 

 

５ 出席した委員外議員の氏名 

   木田昇 

 

６ 出席した執行部関係者の職・氏名 

   な し 

 

７ 会議に付した事件の件名 

   別紙次第のとおり 

 

８ 会議の概要及び結果 

（１）付託事件の調査・検討項目及び活動計画について協議した。 

 

９ その他必要な事項 

   な し 

 

１０ 担当書記 

   政策調査課調査広報班 主幹  河野幸代 

   政策調査課調査広報班 主査  甲斐雅俊 

     政策調査課政策法務班 副主幹 志村直哉 

   議事課議事調整班   主査  利根妙子 



第３回経済活性化対策特別委員会 

～食と観光、農林水産業のさらなる振興と人材の確保・育成～ 

              

日時：令和 5 年 11 月 10 日（金）11 時 

場所：大分県議会第３委員会室    

 

＜ 次 第 ＞ 

１ 開 会 

 

２ 調査・検討項目について 

 

３ 今後のスケジュールについて 

 

４ その他 

 

５ 閉 会 
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別 紙 

会議の概要及び結果 

井上委員長 これより、第３回経済活性化対策

特別委員会を開催します。 

本日は都合により桝田委員、小川委員、吉村

委員が欠席で、岡野委員と猿渡委員がリモート

での参加となっています。 

また、委員外議員として木田議員が出席して

います。本日の委員会は、次第にあるように前

回の協議内容や各委員からのアンケート回答を

もとに、本委員会での調査・検討項目について

協議します。 

 皆様からのアンケート結果を拝見したところ、 

本委員会の調査・研究、議論を進める上での大

切な視点や、それぞれの付託事件に沿って、考

え方や具体の提案など、大変重要で示唆に富ん

だ意見が多く寄せられていると感じました。協

力に感謝します。 

 一方で、付託事件の（１）競争力強化、市場

開拓に関する事と、（２）商品開発と高付加価

値化に関する事では、内容の整理やすみ分けが

難しいと感じたところです。 

 そこで一つ提案として、資料１２ページを御

覧ください。付託事件（１）県産品の輸出や観

光消費の拡大などを通じ、大分県が国内外に対

し、競争力を高めるとともに、モノに限らず観

光等のコト消費も含め、市場開拓を進めるにあ

たっての考え方、戦略の方向性を委員会として

提言することにし、付託事件（２）は（１）の

考え方を踏まえ、モノやコトに関して市場に打

って出るための商品開発や高付加価値化に向け

た取組等、具体策について調査・検討し、提案

を行うことでどうかと考えています。 

 なお、付託事件（３）についても非常に重要

な視点ですが、まずは（１）と（２）の方向性

が定まり、議論する中で項目立てを考えていっ

てはどうかと考えています。 

 これについては私の案なので、頭に留め置い

て、調査・検討項目について議論する中で、あ

わせて考えていただければと思います。 

 それでは、資料２ページからのアンケート結

果について、事務局より説明をお願いします。 

〔事務局説明〕 

井上委員長 それでは、各付帯事項に沿った方

策、提案について、各委員からの意見等も参考

に、自由に発言をお願いします。 

 アンケート内容については事前に御覧になっ

ているかとも思いますが、何か意見、感想等あ

りましたらお願いします。 

首藤委員 付託事件（３）では、具体的な取組

を支える人材の確保、育成とありますが、その

人材をこの委員会で開拓して育成するのではな

いですよね。 

井上委員長 人材育成をするにはどうすればい

いか。 

首藤委員 いいかをこの委員会で…… 

井上委員長 検討する。（「検討する」と言う

者あり） 

それは、付託事件（１）と（２）が定まった

後にした方がいいのではないかと考えています。 

どういう人材育成をすればいいかの意見のま

とめをどこまでできるかは、やってみないと分

からないところがあります。 

宮成委員 農業、観光業という暮らしやいのち

きに絞った視点は重要だと思っています。 

 前提としては、大分県の中に素材や資源は十

分ある。これにどう磨きをかけるか、あるいは

応用するか、展開するかの視点で考えることが、

出口として実効性のある結果に結び付くのでは

ないかと思います。 

 その上で視点としては、大消費地である都市

部などの他地域・他県との協働や相乗効果も考

えていく必要は当然あるだろう。 

 人材については最後に検討するようですが、

いのちき、暮らし、新たな産業、商品展開を考

えるときに、常に人のつながりを意識しておか

なければいけないと思っています。 

 人材については難しいですが、育成や評価、

他分野からの支援、応援といった視点もあわせ

て検討すべきかと思いました。 
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井上委員長 そうですね。既に大分県内にある

素材や資源をどういかすか。他県との連携もそ

うだし、県内の市町村との連携もやっぱり重要

だと思います。 

三浦委員 このアンケートには私もいろいろ書

きましたが、経済活性化対策の趣旨として、人

がいっぱい大分県に来るようになる。あるいは

大分県のものが売れるようになることが最終的

にあると思います。言ってはあれですが、プロ

が今やっていて、なかなか実現できないことを、

我々がこの短期間でできるものかなと。それが

できれば、我々はみんな会社を立ち上げたら、

大儲けできる人材ばかりとなるので。私として

は逆に、いろんな地域の人たちに、県として議

会として、どうやったらあなたたちの手助けに

なりますかと、そっちに特化した方がいいので

はないかと思います。 

 確かに私も細かいことをいろいろ書いてある。

物が売れるように、人が来るようにと、あえて

書いていますが、これができれば大したものだ

と思います。逆の方向性として、バックアップ

体制を構築していった方がいいのではないかと

思います。 

井上委員長 実際、民間でどうやっているのか、

それをいかにバックアップするのかに取り組ん

だ方がいいという意見ですね。 

三浦委員 例えばですが、県のこの部分がある

から、うちはいろいろできないとなれば、県に

働きかけてこう規制緩和できないのかとか、そ

っちの方がいいのではないかと思います。 

二ノ宮委員 観光や農業の専門部局だけではな

かなか効果が出ない中で、クラブ的にやってい

くのが、この委員会の使命だと思っています。 

 例えば、ツーリズムおおいたが観光に関して、

いかに連携につなげるかと努力してくれていま

すが、実際には湯布院町とか別府市の一人勝ち

で、なかなかそれが佐伯市とか県北に波及しな

い。 

 観光資源は全県に広がっているので、観光関

係の部局だけで考えてもどうにもならない。農

業も活性化させるために、農林水産物を使って、

例えば、食を起点に元気な観光産業とコラボし

て、その観光をさらに広げる。また、その地域

の農産物を使って、企業や農産物の提供をする

組織ができていく。そういうことを研究する方

がやりやすく、できることがあるのではないか、

そういうことを書きました。 

 人材については、そこが明確になっていくと、

どういう具合に確保していくかなどが考えられ

る。初めからその視点に持っていくのは難しい

と思います。 

岡野委員 私もアンケートに書きましたが、今

回の経済活性化対策特別委員会で対策を考える

ならば、さきほど三浦委員がおっしゃったよう

に、大分県の現状を調査することも一つの方法

です。それにプラスして、先進事例をしっかり

みていって、何ができていないから課題が慢性

化しているのか、その対応策の提言が重要だと

思います。アンケートの２ページ目には、先進

事例として、取組の一元化によって、農業・観

光・ＤＸで売上げを上げている事例を書きまし

た。 

 もちろん絶対ここに行ってほしいわけではな

いですが、ばらばらに取り組んでいってもなか

なか生産性が上がっていないものを一元化し、

農業とふるさと納税をひも付けた、宮崎県新富

町の地域商社こゆ財団の事例です。一粒１千円

のライチを作って、単価を上げたことでふるさ

と納税７０億円を突破した先行事例を見ること

によって、では大分県では何が課題なのかをち

ゃんと掘り下げていくのはどうかと考えていま

す。 

二ノ宮委員 この間、県民クラブで高知市のひ

ろめ市場に行きました。そこの売りはカツオの

たたきです。相当広い空間に、様々な異業種が

入っていて、食べるところも何か粗末な台を持

ってきて置いたような感じですが、すごい賑わ

いで。 

 あそこですごいと思ったのは、高知市に行っ

たらカツオのたたきを食べたい、と思うような

一つの特産品ができていますよね。 

 大体ああいう店は、一つの店が経営をして独

占してしまいますが、同じカツオのたたきでも

いろいろ種類があるし、例えばインドカレーな
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ども売っているし、いろんな人が集まる。そし

て、地域のいろんな産品がそこで利用できる、

そういう事例を見て、こういうやり方があるん

だなと思った。特に佐伯市では、魚を活用した

こういう形がいいのではないかと思う。 

 さきほど言われたように、いろんな事例を見

ながら、なぜ成功しているか、それを大分県に

持ってくるときにはどうしたらいいのか、とい

う視点に糸口はあるのではないかと思いました。 

井上委員長 さきほど岡野委員や二ノ宮委員か

らも出ましたが、先進事例を参考にということ

ですね。 

 先進事例については、もちろんこの委員会で

実際に視察しますが、農林水産委員会や商工観

光労働企業委員会でもかなり把握していると思

います。そのため、各委員会から事例を集めて

参考にしたらどうかと思います。 

 そのほか何かありませんか。 

宮成委員 皆さんの意見を聞きながら感じたこ

とですが、先進事例を調査するのは当たり前の

話ですし、しっかりと考えていかなければなら

ない。 

 専門的な各セクションがこれまで様々な知恵

を出してきたことも分かる。しかし、今やコロ

ナ禍が一定の収束を迎え、５類へ移行してから

環境が大きく変化している。特に人材不足があ

らゆる業種で報道される中で、この先、農業や

観光業もしっかりと将来にわたって安心して経

営できるように、生産者などの経営を成立させ

る視点は絶対忘れてはいけないと思う。 

 さきほどからの皆さんの話は、生産者間や生

産者と観光の連携といった視点での意見だった

と思います。それをさらに地域を広げ、県内の

地域あるいは県外を越えて、どのような展開が

できるのかなどを提言していく形が、出口の一

つになるのではないかと思って聞いていました。 

井上委員長 連携がキーワードであると感じて

います。それからまた、持続可能性や環境への

配慮といった視点をよそに先駆けて一歩進める

には、持続可能性や環境への配慮を農林水産業

や観光にも取り入れる視点も重要じゃないかと

も考えています。 

 猿渡委員が途中からオンライン参加されまし

たが、何かありませんか。 

猿渡委員 すみません、遅くなりまして。 

 今までの話の流れが分からない状況ですが、

私が思うのは、高付加価値やニーズに合ったブ

ランド化と言ったとき、やはり今、オーガニッ

クへの関心が高いと思っていて、有機農業だと

か、化学肥料、化学農薬を極力使わない形での

安全な食品、環境に負荷をかけない形での農業

が注目されていると思います。 

 後継者づくりの面でも、茨城県の石岡市など

で有機農業に関心を持っている若い新規就農者

が増えており、石岡市では家族含めて１００人

以上移住してきて農業を始める人がいるようで

す。 

 むしろ、今農業をされている方が転換するよ

りも、新規就農者が有機農業に取り組みやすい

こともあるようです。作った農産物の受入先と

して、安定供給できる学校給食に使うことで、

千葉県いすみ市などでは、新聞や雑誌、Ｗｅｂ

などでも取り上げられ、ＰＲ効果が高いと。お

得意先も増えており、かなりニーズも増えて、

付加価値があるのではないかと思っています。 

井上委員長 ありがとうございました。持続可

能性や環境への配慮が付加価値としては大きい

という意見だったと思います。 

三浦委員 少し話を戻してしまいますが、なぜ

この委員会なのか。資料には色々な案を書いて

いますが、要は県の執行部のそれぞれの担当は、

恐らくそういうことは把握した上でやっている

と思うんですね。 

 では、県議会で考えたときに、県議会も各常

任委員会があるわけです。となると、執行部側

でもできない、各常任委員会でもできないから

特別委員会をつくっているのであって、その特

別委員会の意味は何なのかと考えてやっていか

ないと。常任委員会でやればいいじゃないかと

なってくると、この特別委員会の意味がなくな

ってしまうので、その辺をやはり考えた上で我

々の取組をやっていかないと、何か小さくまと

まってしまう。議会が言っているから、まあ分

かりました、では意味がなくなってしまうので
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はないか。 

井上委員長 そのような意味で、現状では進ん

でいないのは何かを。 

三浦委員 そうです。進んでいないことでもあ

るし、県の執行部側では進めにくい部分もある。 

 例えば、縦割りの問題など。今は県の中でも

横同士のつながりは結構できていますが、それ

を越えて議会だからできた、特別委員会だから

できたと一回考え方を変えないと。あそこがよ

かった、ここがよかった、これいいよね、あれ

いいねでは、話はまとまらないんじゃないと感

じるんですよね。 

井上委員長 推進する意思は、行政側にも民間

側にもあるけど、何が悪いから進まないのかを

きちんと突き詰めていくことが大事だと。 

三浦委員 そう思います。だから、特別委員会

なんだと。 

猿渡議員 そういう意味では、ＤＸ化などはど

ちらにしても進んでいくと思うんですよ。やは

り、有機農業や化学肥料を使わない環境に優し

い農業は、なかなか取組が難しくて、そういう

面で学校給食との連携や観光へのＰＲは、特別

委員会として取り組んでいくべき意義があると

思っています。 

 そのためには、有機農業を学んでいかないと

いけないので、大分県としては農業大学校を持

っているし、農業公園で県民に啓発している。

区民も有機農業を学んでいく取組を東京都の足

立区などでもやっていますが、そのような連携

はやはり県が果たすべき分野だと思っています。 

 みどりの食料システム戦略で、有機農業を進

めていこうと国も方向性を示していますが、そ

の具体的な取組はなかなか難しいので、特別委

員会で学び合い検討する意義があるものだと思

います。 

井上委員長 有機農業についても、さきほど三

浦委員がおっしゃったように、取組が進まない

原因や現に進んでいない実態があると思います。 

宮成委員 特別委員会にはそのような狙いもあ

りますが、やはり一番求められているのは、こ

れは喫緊の課題で、早く手を打たないでどうす

るのかということ。人手不足の問題について、

議会としてしっかりと方向性を示して、生産者

や従事者にメッセージを伝える意味では、すご

く大きな意義があると思います。 

 アンケートにも書きましたが、じっくり構え

ている余裕はない。年度の途中で設置した委員

会なので、考えながら、動きながら、実効性や

即時性を持たせることが非常に重要だろうと思

っています。 

井上委員長 いろんな意見が出たところですが、

おおよそ皆さんおっしゃっていることは、根本

的なところでは一緒だと思いますが。 

宮成委員 今、具体案を出す方がいいでしょう

か。そのような個別のアイデアを出す場ではな

いですかね。 

井上委員長 そうですね、方向性を決める場で

すよね。 

 今いろんな意見が出た中で、例えば様々な連

携や、すべきことを進めていくことと、なぜそ

れができないのかを突き詰めること。このどち

らかのやり方になってくるかと思います。 

三浦委員 執行部側で考えていても、どうして

も慎重論が出てきたときに、検討を重ねていか

ざるを得ない部分があるので、出てきたときに

は遅いことが確かにある。議会だったら、もう

進めろと決めることができるので、それはそれ

で私は大賛成なんです。スピードをもってやる

ぞと。逆に言えば、特別委員会なので毎週やっ

てもいいじゃないですか。私はそれぐらいの気

持ちはあります。いざとなったらスピードは絶

対こちらの方が早いと思います。それはやはり

ここだからできることじゃないかと思います。 

井上委員長 資料の５ページから６ページにあ

る、地域との連携の重要性、観光産業と農林水

産業の連携、それから、持続可能性と環境への

配慮が重要だと話が出ていると思います。 

 その中で、いかにこの特別委員会の意味を考

えるかですが、先進事例などについては、既に

常任委員会でかなり把握しているはずなんです

よね。そういうことを基に、先進事例に沿って

大分県もどんどん進めていくべきだけど、でき

ていない部分がある。どうしてできないのかと、

そのようなことを突き詰めていくのも、この委
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員会の役割です。そのような意見が出たと思い

ます。 

 おおむね、持続可能性や環境への配慮、地域

や観光産業・農林水産業の連携、相乗効果、そ

のあたりについては、賛同いただけるのではな

いかと思います。 

 あと、連携の具体策やニーズの把握などの掘

り下げについては、常任委員会でも議論が行わ

れると思いますので、それについては次回以降、

執行部から話を聞きたいと思います。 

 結局、その調査検討、議論の進め方について

は、結論はなかなか出ないですが、どうでしょ

うか。（「発言してもよろしいですか」と言う

者あり） 

岡野委員 私も宮成委員や三浦委員の話を聞い

ていて、確かにそうだなと思いまして、これが

経済活性化対策特別委員会であるならば、今コ

ロナ禍を経て、何が一番疲弊していて課題なの

か一度仮定してみるのはどうかと思います。農

業分野において、もちろん課題は山積している

し、広範囲でいろんな問題点がありますが、大

分県の中で、コロナの後に一番疲弊していて、

喫緊の課題はこれだと仮定した上で、そこから、

先進事例やそれがうまくいっているところにフ

ォーカスを当てて調査をしていくなど、常任委

員会から意見を伺ったりしていきながら、提言

書の中でまとめていくという方向性はどうかと

感じましたが、皆様いかがでしょうか。 

井上委員長 岡野委員から何か焦点を絞っては

と話がありました。今コロナ禍の後で、例えば

コロナのゼロゼロ融資ってありましたよね。あ

れがもう返せなくなって随分倒産しているとこ

ろが多い。これは農林水産業と観光産業だけに

限らず、もっと広い範囲の問題ですが。あるい

は、農林水産業で言えば、畜産や酪農がものす

ごく苦労しているなど、個別の事例もあると思

います。そうした個別の事例に絞っていったら

どうかとの意見だったと思いますが、何か。 

二ノ宮委員 資料１２ページの話をしたいので

すが、観光と農林水産業の連携、誘致戦略の方

向性で、例えば観光についてはどういうことが

問題点で、どういう課題があるかを明確にして

いく。そのことについては、商工観光労働企業

委員会でずっと話をされていると思います。今

度はそれと同じように、農林水産業について、

今どういう問題点があるか。 

 特別委員会は、それぞれの委員会では扱わな

い内容に取り組む場なので、観光の問題点を農

林水産業から考えたときに、相乗効果としてど

ういう具合でいい方向に持っていくか。逆に言

えば、農林水産業に対して観光を利用すること

によって、二つの部局がお互いに効果が出るよ

うな話合いができるんじゃないかと思っていま

す。 

 簡単に言えば、観光については県内全体に広

がっていないなど、商工観光労働企業委員会で

いろいろ話はしていますが、それ以上の話は出

ないですよ。そこに農業などを組み合わせた取

組は、今の県のシステムの中ではできていない

ので、私たちが助言をしながら一つの形をつく

っていく方法もあるのではないか。 

井上委員長 その組合せの助言の中に、三浦委

員がおっしゃった、どうしてできないのか、何

が悪いのかという視点が入ってくることになる

気がします。 

二ノ宮委員 うまくいっていることに関して意

見を言う必要はない。 

何でうまくいかないのか、どういうことを目

指しているか、観光だけではそれが実現できな

いのであれば、農林水産業の力を借る。もしか

したら商工業の方が、力を必要としているかも

しれないですけれども、そこまでやり出すとも

うとんでもない状態になってくるから。 

井上委員長 本日いろいろ意見をいただいたと

ころですが、全体としては、一つのキーワード

が連携だと思います。観光と農林水産業、そこ

に環境や持続可能性が入ってきて、そしてポス

トコロナで困っていること、その辺を凝縮して、

目的はこれで、なぜそれができないのか、それ

をできるようにするのはどうしたらいいのか、

そういうことを探っていくのが目標になるので

はないかと思います。 

 大体この１２ページの図に書いてあることを

目標として、さきほどから出していただいた意
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見に沿って進めていくことになるかと思います。 

 今日もたくさん意見が出ましたし、また回を

重ねながら探っていかないと、なかなか難しい

のではないかと思います。 

 委員外議員からは何かありますか。 

木田委員外議員 せっかくできた特別委員会な

ので成果を上げなくてはいけないと思います。

食と観光という良いテーマを選んだと思います。 

 じゃらんで大分県の観光は総合ランキング１

位になっていますよね。温泉や宿などのランク

がトップレベルです。ただ、食だけレベルが低

いんですね。そこに課題があると思います。 

 何が課題かはそこを整理していけば、おのず

と１２ページの図に沿って議論は進んでいくと

思います。 

 例えば、二ノ宮委員もよくおっしゃっていま

すが、大分県は米粉の取組は余りしていないで

すね。グルテンフリーなどが世界の潮流になっ

ているのに、大分県は米粉に取り組まない。 

 あと、有機農業の話もありましたが、有機で

言えば茨城県もあるし、静岡県なども結構頑張

っているし、そういうことを調べてみることも

大切だと思う。私も議会で何回も言っています

が、甘太くんは芋の状態でずっと販売していま

すが、宮崎県などはサツマイモを焼き芋で売る

んですよ。日本人は焼き芋を知っているけど、

ヨーロッパの人は焼き芋という食べ方を知らな

いんですよ。宮崎県はそれをヨーロッパでやろ

うとしているんですね。そういうことをやった

らどうなんだと言っているけれども、大分県は

そこに手を付けない。 

 誰かおっしゃったと思いますが、大分県がで

きていない、これをやれば伸びるという課題を

しっかり整理し、調査研究していくことが大事。 

 提言としては、恐らく短期の取組目標、中長

期ぐらいの取組目標が整理されて、最後の提言

書になっていくと思うので、短期で言えばコロ

ナ後の何かということになるので、そこを整理

していけばいいんじゃないかと思います。 

 あと、横断的な連携となると、今回おおいた

旅得キャンペーンが出ていますよね。繰越予算

の１４億円、本県はこれをクーポン券と県産品

で消化しようとしているんですね。私は何で県

産品に絞らないんだと本当に思ったんです。観

光と食のテーマで考えると、本当に全部県産品

にすればいいなと。あのクーポン券が量販店で

使われたらどうするのかと思うのですけれども、

結局、商工観光サイドはそのようにやっていて、

多分、農林水産としては全部県産品の方が助か

ると思うんですよ。１４億円ですからね。 

 これは既にスタートしかけているので、止め

ようがないですけれども、そういうこともでき

ていないのは明らかですよね。そうした点を全

部出していけば、議論の方向性はおのずと出て

くると思うので、いろんな先進事例をまずは情

報収集して、こういう現場の声を聞いて、よそ

の県でこういう事例があるんだけどどうかなど、

現場とのやり取りも早急にやっていかないと、

いい結論が出てこないのではないかと思います。

そのように、この１２ページの内容を進めてい

けばよいのではないかと思いました。 

井上委員長 ありがとうございました。 

 即効性がないと特別委員会の意味がない側面

もあるし、やはり将来ビジョンも示さなければ

いけないと思います。 

 今後、そうした意見をまとめていくので、そ

のスケジュールについて、事務局からお願いし

ます。 

事務局 それでは１５ページを御覧ください。 

 今回皆様から様々な意見をいただいたことを

踏まえて、正副委員長とも検討し、今後の調査

方針を示したいと思います。 

 ここにあるように、第４回定例会の会期中に

内部協議を行いたいと考えています。開催日に

ついては、皆様の都合をお伺いして、改めてお

知らせしたいと思うので、よろしくお願いしま

す。 

井上委員長 次回ですが、本日出た意見を整理

してまとめ、また検討していきたいと思います。 

 検討するだけではなくて、事例の研究なども

しなければいけないですが。 

 次回の日程はＬＩＮＥ ＷＯＲＫＳ（ライン

ワークス）などでスケジュールの調整をします。 

事務局 そうですね、候補日を二つ、三つあげ
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させていただき、またアンケートのような形に

なるかと思います。議会中なので、一般質問の

日や開会日、閉会日を今のところ考えているの

で、よろしくお願いします。 

井上委員長 開会中であれば集まる機会も多い。

どんどんやるべきだとの意見も出ていたので、

早ければ開会日の１１月２７日ですよね。また、

その日程の調整をしながら、スピードアップし

て、きちんとした方向性をもって議論を深めな

がら特別委員会を運営していきたいと思います。 

三浦委員 委員長が言ってくれたスピードアッ

プについて、この計画案では関係部局からの取

組状況の報告は１月とありますよね。これは一

月ぐらい前倒しできないかなと。１か月に１回

では間延びする感じがします。さっきスピード

アップと私と宮成委員が言ってしまったので。

ただ、事務局が物理的に追いつかないのだった

ら別の話だけど。 

井上委員長 １５ページのスケジュールで言え

ば、第４回ですね。（「そうです」と言う者あ

り） 

 第４回開催（未定）と書いてある関係部局よ

り取組状況ですね。（「そうです」と言う者あ

り） 

こういうのを１２月後半や議会が終わった後

に前倒しでできないかと。これも執行部と協議

しながらまた考えていきたいと思います。 

 そのほか、全体を通して何かありませんか。 

宮成委員 今日の協議を聞いて、みんな見てい

るところに何かずれがあるような気もしました。

また無理を言う形になるかもしれないけれど、

報告書、提言書、骨子案の協議が９月以降です

よね。もし目次や構成などを現時点で共有でき

れば、調査の羅針盤のような感じになるのでは

ないか。ラフなものでもいいけれども、何かそ

ういうのがあるとありがたいと思いました。 

井上委員長 その点も事務局と話していきたい

と思います。 

 ほかに何かありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

井上委員長 とにかく最初から言っていますが、

非常に調査の幅も広いので、きちっと同じ意識

で進めていけるように、最終的な落とし所や最

終目標を早く明らかにしていきたいと思います。 

 なるべく回数を多く、間を詰めてでも今後進

めていきたいと思いますので、よろしくお願い

します。 

 それでは、以上で本日の委員会を終わります。

次回の開催は、改めて事務局より連絡させます。   

お疲れ様でした。 


